
平成２０年度 電波の利用状況調査の調査結果

調査対象周波数帯 770MHz以下の周波数（全体）

総合通信局管内別の無線局数の推移 管内の周波数区分別の無線局数と電波の利用状況

 770MHz以下の周波数帯は、多種多様な無線システムに利用されるととも
に、周波数区分によって使用条件が異なっており、一概に周波数区分ごと
の利用状況を比較することは難しいが、各周波数区分とも全体としては適
切に利用されていると評価できる。

調査対象周波数帯の平成17年度と平成20年度の無線局数を比較すると

 770MHz以下の全無線局数を平成１７年度（前回調査）と比較した場合

・ 各総合通信局ともに無線局数は減少傾向である。
・ 関東、沖縄ではほぼ横ばい状況であるが、北海道を含む他の局は約１０％
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・ 調査対象周波数帯の平成17年度と平成20年度の無線局数を比較すると、
アマチュア局は各周波数帯ともに減少しているが、アマチュア局を除く局種
ではほぼ横ばいの状況。

・ 地上テレビ放送のデジタル化が進展中。（平成17年度と平成20年度の無
線局数の比較： 0局から99局に増加。）

の減少率となっている。
・ この減少傾向については、北海道を含め各総合通信局ともにアマチュア
局の減少が要因となっている。
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北海道 東北 関東 信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄

平成17年度 313,278 392,886 877,683 187,367 108,437 437,575 455,648 276,885 165,032 403,132 24,963

平成20年度 282,008 358,185 874,711 164,510 95,647 396,536 427,061 247,406 146,594 351,730 23,976
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951 772 7,577 7,124 78,305 71,032 280 614 68,136 69,084

簡易無線局 0 0 0 0 17,921 17,141 0 0 22,989 25,733

アマチュア局 31,509 22,735 31,933 24,077 48,535 44,177 0 0 46,052 42,393


